
金沢大学附属病院のキャリア形成プログラム（例）

【注意事項】各診療科共通
・県外施設での診療や研修期間は義務年限に算入されません。従って、
金沢大学附属病院での勤務期間は義務年限に算入されません。
・大学院に入学の場合、診療従事の状況により義務年限に算入するか
どうかを決定します。



県内就労義務期間

卒後
年数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12、13、14・・・

研修 初期研修 ①小児科専攻医研修 ②将来の目標に向かった臨床研修や研究を総合的に行う

金大病院プログラム（主なコース）

金大病院 関連病院A 関連病院B

関連病院A 金大病院 関連病院B

関連病院A 関連病院B 金大病院

金大病院 関連病院A
関連
病院B

連携
病院

到達目標：
• 子どもの総合診療
• 育児・健康支援
• 子どもアドボカシー
• 医のプロフェッショナリズム
• 学識研究

に対応できるスキルを身につける

関連病院（A）：富山県立中央病院
関連病院（B）：市立砺波総合病院
連携病院：富山病院、南砺市民病院など（希望により）

小児科 キャリア形成プログラム（金沢大学）

アレルギー専門医（小児科）
小児血液・がん専門医
小児循環器専門医
小児神経専門医
周産期専門医（新生児）
内分泌代謝科（小児科）専門医
腎臓専門医
リウマチ専門医 など
（それぞれ3～5年間）

小
児
科
専
門
医

• 総合的な研修

• サブスペシャリティ研修

各
分
野
専
門
医

③研究（大学院：4年間）
医学博士
取得

大学病院
中核病院
スタッフへ

海外留学

様
々
な
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ャ
リ
ア
形
成
が
可
能

① 3～5年目：金沢大学附属病院小児科専門研修プログラムに入り、富山県内の病院群で研修
② 6～9年目：附属病院や関連施設でサブスペシャリティの研修ならびに取得が可能
③大学院に入学して博士号の取得も可能（医師のキャリア形成には重要）

＜返還免除時期の延長＞
研究が主体の期間、県外や国外での研修期間、など

国内留学
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キャリア形成プログラム（金沢大学）

県内就労義務期間

卒後
年数

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13、14、15・・・

研修 初期研修 ❶専門研修（外科）

呼吸器外科

医学博士
取得

❶ 3～5年目は金沢大学外科専門研修プログラムにて、3年目は金沢大学病院、4-5年目以降は富山県内の病院群で研修。

富山県立中央病院、厚生連高岡病院、富山赤十字病院、北陸中央病院

❷ 6～8年目までの期間は、金沢大学附属病院や関連施設でｻﾌﾞｽﾍﾟｼｬﾙﾃｨ専門研修をして、呼吸器外科専門医の取得が可能。
県外施設での期間は返還免除時期が延期。

❸大学院に入学し博士号の取得も可能（医師のキャリア形成には研究も重要）。
・大学院入学後、診療業務している年限は義務年限にカウント可能だが、研究が主の期間は返還免除時期が延期。
・研究のための国内留学も可能、県外施設での期間は返還免除時期が延期。海外留学は主に医学博士取得後。

研究（大学院入学：４年間）

目標「高潔な人格、外科全般にわたる
幅広い臨床経験と科学的な思考力を
有し、難易度の高い手術を安全に行い
得る高度な技術を有する外科医」

外科専門医取得

❸

❷今後自分が専門とする臨床研修や研究を
総合的に行う期間

様
々
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
可
能

海外留学

大学病院スタッフ

中核病院スタッフ

希望に応じて
金沢大学附属病院の主な富山県内連携施設での研修

専門医
取得

富山県立中央病院、厚生連高岡病院、富山赤十字病院、北陸中央病院

外科専門研修＊

呼吸器外科専門医研修

＊金沢大学外科専門研修プログラム
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キャリア形成プログラム（金沢大学）

県内就労義務期間

卒後
年数

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12、13、14・・・

研修 初期研修 ① 外科専門研修

消化器外科

❶ 3～5年目は金沢大学外科専門研修プログラムにて、３年目は金沢大学病院、４, 5年目以降は富山県内の病院群で研修
富山県内の主な連携施設は、富山県立中央病院、富山市民病院、富山赤十字病院、厚生連高岡病院、高岡市民病院、
市立砺波総合病院、黒部市民病院、富山西総合病院、富山労災病院 など

❷ 6年目以降は、金沢大学附属病院や関連施設でｻﾌﾞｽﾍﾟｼｬﾙﾃｨ専門研修
８～１０年目での消化器外科専門医の取得を目指す。
消化器外科専門医取得後は、内視鏡外科技術認定医、肝胆膵外科高度技能専門医、食道外科専門医等の高度なキャリア形成を目指した研修も可能。

❸大学院に入学し博士号の取得も可能（医師のキャリア形成には研究も重要）
研究のための国内留学も可能、県外施設での期間は返還免除時期が延期。海外留学は主に医学博士取得後。

③研究（大学院４年間）

外科専門医取得

②消化器外科専門研修

様
々
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
可
能

海外留学

大学病院スタッフ

中核病院スタッフ

（県外施設での期間は返還免除時期が延期）

富山県立中央病院、富山市民病院、富山赤十字病院、
厚生連高岡病院、高岡市民病院、市立砺波総合病院、
黒部市民病院、富山西総合病院、富山労災病院 等

目標
• 専攻医が外科領域における十

分な知識・経験を持ち、患者
から信頼される標準的な医療
を提供できる医師となる

• 「高潔な人格、外科全般にわ
たる幅広い臨床経験と科学的
な思考力を有し、難易度の高
い手術を安全に行い得る高度
な技術を有する外科医」にな
る

• 外科専門医の育成を通して国
民の健康・福祉に貢献する

消化器外科
専門医取得

外科専門研修＊ 消化器外科専門研修
（カリキュラム制）

＊金沢大学外科専門研修プログラム

金沢大学外科・消化器外科専門研修
における富山県内のおもな連携施設

医学博士取得

３



キャリア形成プログラム（金沢大学）

県内就労義務期間

卒後
年数

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12、13、14・・・

研修 初期研修 ❶専門研修（外科）

乳腺外科

乳腺外科専門医
（大学・県立中央病院・厚生連
高岡病院・高岡市民病院など）

医学博士
取得

❶3～5年目は金沢大学附属病院の外科専門研修プログラムに入り、県内の病院群で研修
富山県立中央病院、富山市民病院、厚生連高岡病院、高岡市民病院、黒部市民病院、富山西総合病院

❷6～9年目までの期間は、金沢大学附属病院や関連施設でｻﾌﾞｽﾍﾟｼｬﾙﾃｨ専門研修をして、乳腺外科専門医の取得
が可能。県外施設での期間は返還免除時期が延期。

❸大学院に入学し博士号の取得も可能（医師のキャリア形成には研究も重要）
・大学院入学後、診療業務している年限は義務年限にカウント可能だが、研究が主の期間は返還免除時期が延期

・研究のための国内留学も可能、県外施設での期間は返還免除時期が延期。海外留学は主に医学博士取得後。

研究（大学院入学：４年間）

目標「高潔な人格、外科全般にわたる幅広
い臨床経験と科学的な思考力を有し、難易
度の高い手術を安全に行い得る高度な技術
を有する外科医」

外科専門医取得

乳腺外科専門医
（大学・県立中央病院・富山西総合病院
厚生連高岡病院・高岡市民病院など）

専門医
取得

❸

❷今後自分が専門とする臨床研修や研究
を総合的に行う期間

様
々
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
可
能

海外留学

大学病院スタッフ

中核病院スタッフ

金沢大学附属病院外科専門研修
プログラムの主な県内連携施設

サブスペシャリティー
連動型研修例

専門医
取得

乳腺外科専門医
（大学・県立中央病院・
厚生連高岡病院・高岡市民病院など）

専門医
取得

富山県立中央病院、富山市民病院、
厚生連高岡病院、高岡市民病院、
黒部市民病院、富山西総合病院等

専門医
取得連動研修
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キャリア形成プログラム（金沢大学）

県内就労義務期間

卒後
年数

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12、13、14・・・

研修 初期研修 ❶専門研修（産婦人科）

産婦人科

周産期専門医
（富山県立中央病院・厚生連高岡病院）

生殖医療専門医
（金沢大学付属病院）

婦人科腫瘍専門医
（富山県立中央病院）

医学博士
取得

❶3～5年目は金沢大学付属病院の産婦人科専門研修プログラムに入り、県内の病院群で研修
富山県立中央病院、済生会高岡病院、富山市民病院、厚生連高岡病院

❷6～9年目までの期間は、富山県立中央病院や関連施設でｻﾌﾞｽﾍﾟｼｬﾙﾃｨ専門研修をして、周産期専門医、婦人科腫瘍専門医、
内視鏡技術認定医、女性医学専門医の取得が可能。県外施設での期間は返還免除時期が延期。

❸大学院に入学し博士号の取得も可能（医師のキャリア形成には研究も重要）
・大学院入学後、診療業務している年限は義務年限にカウント可能だが、研究が主の期間は返還免除時期が延期

・研究のための国内留学も可能、県外施設での期間は返還免除時期が延期。海外留学は主に医学博士取得後。

内視鏡技術認定医
（富山県立中央病院）

研究（大学院入学：４年間）

目標
• 妊娠分娩管理、新生児管理
• 良悪性腫瘍の診療
• 一般生殖医療ができるようになる

産科婦人科専門医取得

専門医
取得

専門医
取得

認定医
取得

専門医
取得

女性医学専門医
（富山県立中央病院）

専門医
取得

❸

❷今後自分が専門とする臨床研修や研究
を総合的に行う期間

様
々
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
可
能

海外留学

大学病院スタッフ

中核病院スタッフ

サブスペシャリティー
基本4領域の最短取得例

５



キャリア形成プログラム（金沢大学）

県内就労義務期間

卒後
年数

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12、13、14・・・

研修 初期研修 ❶専門研修（麻酔科）

麻酔科

集中治療専門医
（金沢大学・県立中央病院）

医学博士
取得

❶3～6年目は金沢大学病院の麻酔科専門研修プログラムに入り、県内の病院群で研修
厚生連高岡病院、高岡市民病院、市立砺波総合病院、富山労災病院，県立中央病院

❷ 7～10年目までの期間は、金沢大学附属病院や関連施設でｻﾌﾞｽﾍﾟｼｬﾙﾃｨ専門研修をして、麻酔科指導医の取得が可能。

県外施設での期間は返還免除時期が延期。

❸大学院に入学し博士号の取得も可能（医師のキャリア形成には研究も重要）
・大学院入学後、診療業務している年限は義務年限にカウント可能だが、研究が主の期間は返還免除時期が延期
・研究のための国内留学も可能、県外施設での期間は返還免除時期が延期。海外留学は主に医学博士取得後。

研究（大学院入学：４年間）
週2-3日の研究日＋臨床研鑽

目標「周術期の患者の生体管理を中心としながら，救
急医療や集中治療における生体管理，種々の疾病およ
び手術を起因とする疼痛・緩和医療などの領域におい
て，患者の命を守り，安全で快適な医療を提供できる
麻酔科専門医を育成することで，国民の健康・福祉の
増進に貢献する．」

麻酔科専門医取得

ペインクリニック専門医
（金沢大学・高岡市民病院・
市立砺波総合病院）

専門医
取得

❸

❷今後自分が専門とする臨床研修や研究

を総合的に行う期間

様
々
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
可
能

海外留学

大学病院スタッフ

中核病院スタッフ

金沢大学病院麻酔科専門研修
プログラムの主な県内連携施設

サブスペシャリティー
連動型研修例

専門医
取得

心臓血管麻酔専門医
（金沢大学・厚生連高岡病院）

専門医
取得

金沢大学病院、厚生連高岡病院、高
岡市民病院、砺波市民病院、富山労
災病院、県立中央病院等

麻酔科指導医取得麻酔科標榜医取得

６



キャリア形成プログラム （金沢大学）

県内就労義務期間

卒後
年数

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12、13、14・・・

研修 初期研修 ❶専門研修（脳神経外科）

脳神経外科

脳卒中専門医
（金沢大学・富山市民病院・富山労災病院・厚生連高岡病院）

脳卒中の外科技術認定医
（金沢大学、富山市民病院、厚生連高岡病院）

脳血管内治療専門医
（金沢大学・富山市民病院・厚生連高岡病院）

医学博士
取得

❶3～7年目は金沢大学附属病院の脳神経外科専門研修プログラムに入り、下記の連携施設群で専門研修

金沢大学附属病院、富山市民病院、富山労災病院、厚生連高岡病院

❷8年目以降は、金沢大学や関連施設でｻﾌﾞｽﾍﾟｼｬﾙﾃｨ専門研修をして、脳卒中専門医、がん治療認定医、脳卒中の外科技術認定医、
脳血管内治療専門医、小児神経学会認定医、神経内視鏡技術認定医、てんかん専門医、頭痛専門医、認知症専門医の取得が可能。

❸大学院に入学し博士号の取得も可能（医師のキャリア形成には研究も重要）

目標
• 脳神経外科領域の診断および管理
• 脳神経外科救急の初期治療
• 脳神経外科基本手技を修得する

脳神経外科専門医取得

研究（大学院入学：４年間）
原則2年間は病棟フリー

❸

様
々
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
可
能

海外留学

大学病院スタッフ

中核病院スタッフ

主な研修コース（金沢大学）

サブスペシャリティの取得例

がん治療認定医
（金沢大学）

金沢大学専攻医研修プログラム

金沢大学
連携施
設①

連携施
設②

金沢大学
連携
施設③

連携
施設④

金沢
大学

金沢大学 連携施設① 金沢大学
連携
施設②

連携
施設③

金沢
大学

金沢大学
連携施
設①

金沢大学
連携
施設②

連携
施設③

金沢大学

❷今後自分が専門とする臨床
研修や研究を総合的に行う期間

神経内視鏡技術認定医
（金沢大学）

・大学院入学後、診療業務している年限は義務年限にカウント可能だが、研究が主の期間は返還免除時期が延期

７

県外施設での期間は返還免除時期が延期


